
創立１３０周年 児童数 ４０2人

学校教育目標「豊かな心をもち、たくましく、主体的に行動する子どもの育成」

「心を育んでくれるところ」
校長 赤岩 道春

「ふるさと」という詩があります。次のような詩です。

この詩は，どのような豪華な家に住んでも，どのような立派な校舎に学んでも，人の心に強く刻
まれるのは，真に心を育んでくれたところであるということを教えてくれる詩です。
この詩は，私たちに「真に心を育んでくれたところはどこか」ということを問いかけています。家庭

・学校・地域が一体となり，時には優しく，時には厳しく接していくことで，子供たちの心に『家庭・
学校・地域』が，ふるさととして残っていくのではないでしょうか。
子供たちは，やがて住み慣れた市や県をはなれて生きていくことになります。そんなときに，ふと

親や兄弟姉妹のこと，先生のこと，友だちのこと，故郷の山や海のことなどを懐かしみ郷愁あるい
は望郷の念にとらわれることがあるでしょう。いや，そうであってほしいと思います。
さて，先日の運動会におきましては，子供たちのがんばりに温かいご声援をいただき誠にありが

とうございました。また，参観者制限や感染症対策等にご協力いただきありがとうございました。さ
らに運動会終了時には，会場の後片付けに汗を流してくださいました。このような保護者の皆様方
の姿が，子供たちの心に深く「ふるさと」を刻み込むことになるのではないでしょうか。地域を愛し，
地域を誇りに思う，心豊かな子供に育つよう，よき「ふるさと」を提供するのは私たち大人の責務だ
と考えています。
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「ふるさと」
育ったところ 必ずしも家庭ではない
心を育てられたところが 家庭である
学んだところ 必ずしも母校でない
よき師よき友にめぐり合えたところが
学校である
生まれたところ 必ずしも故郷ではない
心をとどめたところが 故郷である

市陸上記録会が１０月２６日（水）に開催され、
伊敷小から５年９人、６年１１人が選手として
参加しました。
ＰＴＣＡ会費からタクシー代を補助していただ
き、いい経験をすることができました。

コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの流行を見据えた感染対策について
引き続き感染症対策へのご協力よろしくお願いいたします。
・ 体調がすぐれないときは、無理に登校せず、ご家庭で休養を。
・ マスク着用

（人との距離【めやす２ｍ】が保てる場合、会話をしない場合は不要）
学校では、効果的な換気（教室の四隅を１０㎝程度あける）と手洗い、

消毒に努めます。



赤い羽根共同募金のお願い
１１月１４日（月）～１８日（金）各学級担任へ
伊敷小学校総務委員会が中心となってすすめています。
ご協力よろしくお願いいたします。

１０月２４日～ 読書月間（～１１月２５日） ２日（金） 市小学校音楽会
１日～７日 「かごしまの教育」県民週間 （午後、川商ホール、４年生）
１日（火） ４年陸上教室 ※児童のみ参加
２日（水） １・２年いしきあきまつり １０日（土） 土曜授業
４日（金） ６年 夢発表 校内ランニング大会（５・６年）
９日（水） 不審者対応防犯教室 １年やきいもパーティー

就学時健康診断 ２３日（金） 終業式、大掃除
（※子供たちは給食後下校）

１０日（木） 委員会活動、代表・保健委員会
１２日（土） 土曜授業 ※行事は変更することもございます。

１年いもほり、交通安全教室
１５日（火） 伊敷小交通安全の日
１７日（木） クラブ
１８日（金） ６年歴史探検隊
２４日（木） ４年半成人式・５年学習発表会

学級保護者会（上学年）
２５日（金） ３年学習発表会

学級保護者会（下学年）

１１月の取組

・ 人権月間 ７日（月）～１２月１０日（土）

・ 歯磨き指導週間 ７日（月）～１２日（土）

・ 立哨指導週間 ９日（水）～１５日（火）

・ 教育相談週間 ９日（水）～１５日（火）

１１月３日「文化の日」における
教育委員会所管施設の入館料の免除について

この機会にぜひ家族一緒に出かけて、感想を伝え合うのもいいですね。

①ふるさと考古歴史館（常設展示）
②旧鹿児島紡績所技師館【異人館】
③市立美術館（常設展）
④西郷南洲顕彰館
⑤かごしま文化工芸村
⑥市立科学館（宇宙劇場観覧料は有料）


